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近
世
日
本
文
化
の
構
造
分
折

渋

清

井

人
間
も
、
土
壌
の
上
に
植
物
の
如
く
発
生
し
、
動
物
の
如
く
歩
き
廻
り
穴
居
の
暮
し
を
た
て
て
い
た
聞
は
、
自
然
と
あ
ま
り
か
わ
り
が
な
か
っ
た
。

自
ら
造
っ
た
所
謂
「
文
化
」
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
初
め
て
人
間
は
自
然
者
と
は
異
っ
た
生
活
を
始
め
る
。

文
化
が
発
生
す
る
に
は
、

一
様
に
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
中
心
を
な
す
地
域
が
あ
る
。

乙
と
ば
、
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
口
か
ら
耳
へ
の
語
り
の
文
学
は
、
次
に
文
字
の
使
用
に
よ
っ
て
書
留
め
ら
れ
、
乙
こ
に
自
の
参
画
す
る
文
学
の
発

生
が
興
る
。

記
号
化
し
た
音
表
文
字
の
発
明
と
は
別
に
、
何
処
で
も
直
接
目
に
う
っ
た
え
る
象
形
表
現
の
技
の
発
生
は
、
お
そ
ら
く
先
行
し
た
で
あ
ろ
う
。

日
本
に
於
て
は
、
平
安
王
朝
の
時
代
に
於
て
、
既
に
、
絵
画
と
文
学
と
の
最
も
密
接
な
か
ら
み
合
い
関
係
を
も
っ
大
和
絵
巻
の
素
晴
ら
し
い
発
達
を
み
た
。

日
本
史
の
中
で
、
江
戸
文
化
と
い
え
ば
、
日
本
の
近
世
の
こ
と
を
さ
す
。
も
っ
と
も
桃
山
時
代
ま
で
逆
上
る
乙
と
も
あ
る
が
、
江
戸
文
化
と
い
っ
た
か
ら
と

て
、
な
に
も
地
域
的
な
江
戸
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

江
戸
時
代
は
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
を
指
す
の
で
あ
る
、
が
江
戸
の
地
に
庶
民
文
化
が
発
生
し
た
の
は
、
明
暦
三
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年
ハ
一
六
五
七
）
の
大
火
以
降
慶
応
三
年
に
至
る
二
百
十
年
間
で
あ
る
。

当
時
、
京
か
ら
江
戸
ま
で
の
陸
路
の
距
離
は
百
二
十
六
里
余
と
、
も
の
の
本
に
記
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
ど
の
く
ら
い
隔
っ
て
い
る
か
、
パ
り
か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
距
離
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
私
は
知
ら
な
い
が
、
日
本
の
二
都
、
上

方
と
東
京
と
で
は
、
今
日
で
も
尚
、
そ
乙
に
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
だ
け
に
つ
い
て
も
可
也
の
相
異
が
み
と
め
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
に
あ
っ
て
日
本
は
、
既
に
統
一
さ
れ
た
一
つ
の
政
治
的
権
力
下
に
在
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
文
化
は
、
主
と
し
て
、
乙
の
上
方
と
江
戸
と
の

地
域
を
中
心
に
繁
栄
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
影
響
が
漸
次
全
国
的
に
行
亘
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
概
に
江
戸
文
佑
と
云
っ
て
も
、
そ
こ
に

は
二
重
の
根
元
的
な
性
格
の
相
異
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
迄
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
を
四
つ
の
時
期
に
区
切
っ
て
、
以
下
私
は
論
を
進
め
よ
う
と
思
う
。

江
戸
前
期
転
一
r粁
匙
語

江
戸
初
期
子
山
田
旭
町
一
川
住
訪
問
一

江
戸
高
期
本
語μ
部
特

江
戸
未
期
ホ
斡
け
駄
詫

前
に
も
一
寸
ふ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸
の
地
に
庶
民
文
化
が
発
生
し
た
の
は
明
暦
の
大
火
以
後
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
江
戸
は
、
新
都
の
町
造
り
事
業
に 守

’
Q
d
 

営
々
と
し
て
、
庶
民
自
ら
の
文
化
な
ど
問
題
に
な
ら
ん
。

之
に
反
し
て
泰
平
が
か
ち
え
ら
れ
た
と
な
る
と
、
先
づ
、
上
方
に
、
庶
民
文
化
は
興
り
始
め
た
。
上
方
は
、
殊
に
京
都
は
、
そ
の
時
迄
に
既
に
八
百
年
に
及

ぷ
文
化
の
伝
統
を
も
っ
た
古
都
で
あ
る
。

「
か
な
ぞ
う
し
」
文
学
、
古
浄
瑠
璃
、
の
如
き
文
芸
の
発
生
は
、
先
づ
上
方
に
お
こ
っ
た
。

つ
い
で
、
江
戸
初
期
と
な
る
と

上
方
に
、
井
原
西
鶴
（

4就
任
ユ
ハ
一
蒜
一
鉾
）
の
「
好
色
一
代
男
」
の
知
き

v
r
rを
主
体
と
す
る
所
調
浮
世
草
子
文
学
が
興
っ
た
が

江
戸
で
は
、
専
ら
大
和
絵
師
を
標
梼
す
る
菱
河
・
杉
村
等
の
枕
ざ
う
し
を
主
体
と
す
る
浮
世
絵
板
画
の
勃
興
を
見
た
。



い
わ
ゆ
る
元
禄
文
化
を
中
心
と
す
る
江
戸
初
期
の
文
化
も
、
東
西
共
に
、
享
保
の
改
革
と
い
う
政
治
的
断
圧
を
主
な
る
原
因
と
し
て
一
旦
衰
退
す
る
が
、
や

が
て
、
江
戸
文
化
は
再
び
興
隆
し
て
、
江
戸
高
期
を
迎
え
る
。

再
出
発
の
、
江
戸
に
於
け
る
、
文
化
興
隆
は
実
に
素
晴
ら
し
い
。

あ
ら
た
め
て
、
伝
統
保
守
の
上
方
か
ら
、
影
響
を
受
け
て
、
先
ず
、
古
風
な
春
信
の
人
形
の
よ
う
な
人
型
に
依
る
物
語
絵
の
芸
術
が
興
り
、
そ
れ
に
、
多
色

摺
り
技
術
に
始
ま
る
錦
絵
の
発
明
に
依
っ
て
、
天
明
・
寛
政
・
の
浮
世
絵
板
画
の
全
盛
時
代
を
将
来
し
た
の
で
あ
る
。

文
学
も
亦
、
上
方
か
ら
の
影
響
の
下
に
、
教
義
の
往
来
物
、
読
本
、
漢
文
学
に
依
る
「
酒
落
本
」
の
類
が
興
り
か
け
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸
に
於
け
る
文
学

は
、
唯
々
「
酒
落
本
」
の
ひ
そ
や
か
な
型
に
於
け
る
発
達
を
み
た
の
み
で
、
そ
れ
も
忽
ち
、
「
黄
表
紙
」
と
い
う
文
学
絵
画
に
、
引
き
継
が
れ
、
読
本
も
亦
後

期
に
於
け
る
絵
本
的
読
本
と
し
て
の
発
展
を
示
し
て
く
る
。

要
之
、
江
戸
に
於
け
る
文
学
は
、
換
に
、
滑
稽
本
、

て
、
絵
画
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

人
情
本
の
知
き
派
生
は
あ
っ
て
も
、

草
隻
紙
が
絵
草
紙
と
し
て
見
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
本
流
は
、
全

そ
の
外
、
音
曲
に
し
て
も
、
演
劇
に
し
て
も
、
は
じ
め
は
、
上
方
の
影
響
を
受
け
乍
ら
、
江
戸
の
強
力
な
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
同
化
し
、Q

U
 

自
己
的
な
も
の
に
仕
上
げ
て
い
る
。

天
明
・
寛
政
・
期
に
全
盛
を
極
め
た
江
戸
文
化
は
、
そ
の
後
は
、
燭
熟
の
一
途
を
逆
り
、
江
戸
文
化
自
ら
の
質
を
変
え
、
性
格
を
深
め
て
往
っ
た
。

之
に
反
し
、
上
方
に
は
、
伝
統
の
古
さ
と
深
さ
と
の
た
め
に
、
先
ず
、
好
色
本
の
如
き
文
学
の
発
達
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
、
ど
う
し
て
も
観
念

を
抜
け
切
っ
た
絵
画
の
よ
う
な
芸
術
は
興
り
得
な
か
っ
た
。

そ
の
後
は
、
反
っ
て
逆
に
、
江
戸
文
化
の
影
響
を
受
け
乍
ら
も
、
上
方
文
化
は
、
そ
の
保
守
の
伝
統
を
固
持
し
つ
づ
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
方
言
葉
は
、

今
で
も
、
日
本
の
標
準
語
と
は
別
に
、
尚
、
生
き
つ
づ
け
て
い
る
。

一
言
に
、
江
戸
文
化
と
は
云
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
、
江
戸
と
上
方
と
に
、
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
、
終
始
一
貫
、
そ
の
文
化
も
、
は
っ
き
り
と
、
二
つ
に
、
縦

に
分
れ
て
、
各
自
生
き
つ
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。



古
く
、
大
和
絵
巻
に
於
て
、
文
学
と
絵
画
の
か
ら
み
合
い
の
密
度
が
如
何
に
密
接
な
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
乙
と
は
、
既
に
述
べ
た
。

今
日
の
学
問
の
傾
向
は
、
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
方
向
に
発
展
し
て
い
る
。
美
術
は
美
術
、
文
学
は
文
学
、
そ
し
て
、
江
戸
文
学
の
研
究
者
が
西
鶴
だ
け
の

研
究
に
没
頭
し
、
江
戸
文
学
と
云
え
ば
西
鶴
だ
け
が
夫
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
さ
え
し
か
ね
な
い
程
で
あ
る
。

浮
世
絵
と
云
え
ば
、

こ
れ
ら
の
板
画
を
最
初
に
認
め
た
外
国
人
の
例
に
倣
っ
て
、絵画
の
立
場
か
ら
の
み
扱
い
、
板
木
絵
と
し
て
の
特
性
や
、
文
学
や
音

曲
、
演
劇
な
ど
、
連
繋
文
芸
に
は
関
心
無
く
、
よ
し
あ
っ
て
も
、
知
識
無
く
、
亦
得
ょ
う
と
も
し
な
い
。

確
に
、
日
本
の
学
問
は
、
過
去
数
十
年
来
、
乙
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
方
向
に
進
歩
し
、
発
展
し
、
大
き
な
成
果
を
掲
げ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

比
較
的
歴
史
の
若
い
美
術
史
学
が
、
作
品
そ
の
も
の
に
拠
る
、
本
質
の
追
求
と
か
、
様
式
展
開
の
基
礎
概
念
の
探
究
と
い
っ
た
方
向
に
重
点
を
置
き
、
少
し

で
も
論
が
連
繋
文
芸
に
延
び
る
乙
と
を
軽
視
し
勝
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
亦
事
実
で
あ
る
。

今
は
、
権
成
の
信
仰
と
か
、
単
な
る
愛
好
と
か
に
止
ま
ら
ず
、
綜
合
的
な
姿
に
於
て
、
そ
の
本
質
を
把
握
す
可
き
時
代
で
あ
る
。

私
は
、
江
戸
板
木
絵
を
、
作
品
内
容
の
性
格
上
か
ら
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浄
瑠
璃
物

往
来
物

野
良
物

女
良
物

枕

絵

の
五
領
域
に
分
類
し
た
こ
と
が
あ
る
。

江
戸
前
期
に
、
先
ず
興
っ
た
板
木
絵
は
、
大
陸
に
於
け
る
明
版
の
「
黄
素
妙
論
」
の
翻
刻
図
や
、

「
四
十
八
通
り
ゑ
ず
の
事
」
類
の
枕
絵
と
、
「
伊
勢
物
語
」

ゃ
、
古
浄
瑠
璃
正
本
類
の
挿
絵
と
し
て
で
あ
っ
た
。

江
戸
初
期
と
な
る
と
、
板
木
絵
、
つ
ま
り
絵
画
は
急
激
に
江
戸
に
於
て
勃
興
し
た
。
そ
れ
も
枕
絵
を
主
軸
と
し
た
一
般
絵
本
類
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
枕
絵

は
、
思
想
と
し
て
、
養
生
、
婚
姻
（
よ
め
り
枕
〉
、
子
孫
繁
栄
等
の
倫
理
的
修
身
演
義
の
一
面
と
、

人
間
楽
事
つ
ま
り
娯
楽
と
の
両
面
を
保
っ
て
い
た
。
し
か



し
、
江
戸
の
枕
絵
板
画
は
、
以
後
、
乙
の
「
楽
の
う
わ
も
り
」
と
し
て
あ
の
よ
う
な
大
発
展
を
遂
げ
て
行
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
＠

上
方
に
於
け
る
浮
世
草
子
文
学
の
興
隆
は
、
先
行
す
る
「
か
な
ぞ
う
し
」
類
の
文
学
、
野
良
、
女
良
の
評
判
記
や
色
道
第
鏡
の
如
き
雑
書
類
を
も
養
素
と
し

た
好
色
本
の
誕
生
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

演
劇
と
し
て
の
、
生
身
の
役
者
に
よ
江
戸
大
芝
居
の
成
立
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
上
方
に
於
け
る
百
年
に
亘
る
古
浄
瑠
璃
人
形
劇
に
重
大
な
関
係
の
あ
る
こ

と
も
亦
見
遁
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

や
や
後
れ
て
江
戸
の
俳
人
等
に
依
っ
て
、
漸
く
芽
を
ふ
き
か
け
た
江
戸
の
浮
世
草
子
文
学
は
、
享
保
の
改
革
と
云
う
政
治
的
断
圧
に
依
っ
て
、一時
枯
渇
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
江
戸
浮
世
草
子
と
江
戸
浮
世
絵
師
に
依
る
挿
絵
関
係
は
注
目
す
可
き
項
目
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

江
戸
高
期
に
於
け
る
浮
世
絵
の
再
出
発
は
、
春
信
の
錦
絵
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

こ
の
春
信
の
人
形
様
式
の
絵
画
は
、
仇
英
あ
た
り
の
支
那
画
の
影
響
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
私
は
、
上
方
に
於
け
る
保
守
的
な
西
川
祐
信
派
の
文
学

身
も
祐
信
の
乙
と
を
敬
慕
し
て
「
予
も
西
川
曳
の
筆
蹟
に
似
た
ら
ん
事
を
思
え
ど
も
及
ば
ぬ
は
云
々
」
と
絵
本
の
序
に
書
い
た
乙
と
も
あ
る
。
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的
絵
画
を
一
層
純
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
往
来
物
そ
の
他
歌
書
類
の
教
化
雑
書
の
、
上
方
か
ら
の
強
い
文
学
的
影
響
の
下
に
成
立
し
た
も
の
と
思
う
。
春
信
自

春
信
の
絵
画
と
、
江
戸
座
の
俳
譜
文
学
と
の
関
係
も
、
春
信
芸
術
の
研
究
に
と
っ
て
甚
だ
重
要
で
あ
る
。

そ
の
後
、
江
戸
板
木
絵
は
、
再
び
乙
の
文
学
的
養
素
を
破
り
棄
て
て
、
高
期
に
於
け
る
絵
画
的
独
自
の
大
発
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

鳥
居
清
長
（
長
江
仁
川
た
竺
ず
）
の
出
現
と
共
に
、
黄
表
紙
（
匙
酌
恒

μ
鈴
特
）
の
如
き
純
粋
に
江
戸
的
な
絵
画
文
学
も
発
生
し
て
い
る
。

は
じ
め
絵
師
と
し
て
出
発
し
た
北
尾
政
演
は
、
後
に
文
人
山
東
京
伝
（
年
三
引
伝
一
一
一
年
）
と
替
っ
た
。
彼
は
、

乙
の
期
に
於
け
る
江
戸
絵
画
文
学
の

成
立
を
身
を
以
っ
て
代
表
し
て
い
る
よ
う
な
人
物
で
あ
る
。

江
戸
座
の
俳
詣
は
、
天
明
狂
歌
と
な
り
江
戸
的
な
完
成
を
示
し
た
時
、
乙
れ
ら
文
人
サ
ー
ク
ル
と
の
つ
き
合
が
、
喜
多
川
歌
麿
（
毎
回
細
川
炉
お
軟
）
芸
術
の

重
要
な
パ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
こ
と
亦
事
実
で
あ
る
。

高
期
江
戸
芝
居
の
戯
曲
演
劇
と
し
て
の
再
興
に
、
上
方
文
学
や
音
曲
が
如
何
に
根
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
は
計
り
知
れ
な
い
程
の
も
の
が
あ
ろ
う
。



も
し
、
乙
の
事
実
を
無
視
す
る
な
ら
、
江
戸
長
唄
、
め
り
や
す
の
声
曲
や
、
常
盤
津
、
富
本
、
清
元
の
如
き
劇
場
音
楽
と
し
て
の
成
立
を
、
し
ん
に
理
解
す

る
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

自
ら
の
社
会
と
そ
の
生
活
を
映
写
す
る
乙
と
に
於
て
、
そ
の
絶
頂
に
達
し
た
高
期
江
戸
の
文
学
と
絵
画
と
は
、
文
化
以
降
そ
れ
に
続
く
六
十
三
年
間
に
於
て

燭
熟
の
一
途
1
1

自
ら
作
る
虚
構
世
界
の
演
出
創
造
方
向i
ー
を
逆
っ
て
行
く
。

文
学
に
於
て
は
、
日
本
の
笑
を
柾
げ
て
作
ら
れ
た
滑
稽
文
学
と
、
虚
脱
し
た
力
の
誠
意
に
依
る
人
情
本
文
学
と
を
生
ん
だ
。

荒
唐
無
稽
の
通
俗
文
学
が
曲
亭
馬
琴
（
十
誤
作
敷
設
）
に
依
っ
て
流
行
す
れ
ば
、
葛
飾
北
斎
（
長
野
∞
正
当
軌
）
の
読
本
挿
画
に
於
け
る
虚
構
世
界
の
造

型
画
が
拍
采
を
得
、
北
斎
絵
画
の
本
質
は
、
詩
歌
写
真
鏡
、
百
人
一
首
う
ば
が
ゑ
と
き
、
の
題
名
か
ら
も
解
る
よ
う
な
文
学
世
界
に
於
け
る
虚
構
創
造
に
れ
て

い
る
。

江
戸
大
芝
居
の
未
期
に
於
け
る
大
流
行
は
、
世
話
狂
言
に
市
井
風
俗
の
描
写
を
取
入
れ
、
そ
の
大
謄
奇
抜
な
迫
力
に
富
ん
だ
趣
向
は
、
反
っ
て
市
井
の
実
生

活
に
於
け
る
風
俗
に
流
行
を
及
ぼ
し
、
歌
川
派
の
芝
居
絵
の
大
流
行
を
も
結
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
南
北
（
告
駐
日
ハ
ハ
ト
臥
一
一
一
ユ
年
）
の
怪
異
な
戯
曲
が
、
超
現
実
の
強
い
刺
搬
を
求
め
て
止
ま
ぬ
江
戸
末
期
に
於
て
、
現
わ
れ
て
い
る
の
も
亦
当
然
の
傾
向
で
あ
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る
芝
居
は
、
江
戸
全
体
を
、
演
劇
つ
ま
り
芝
居
の
レ
ン
ズ
を
透
し
て
見
た
世
界
に
、
生
活
そ
の
も
の
ま
で
作
ら
れ
た
世
界
に
、
造
り
替
え
て
し
ま
っ
た
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
文
学
、
絵
画
、
音
曲
、
演
劇
が
、
江
戸
の
実
生
活
の
中
に
あ
っ
て
、
密
接
に
関
係
し
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
比
較

ゃ
、
綜
合
研
究
が
、
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、
を
益
々
強
く
感
じ
る
次
第
な
の
で
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
日
本
の
社
会
構
造
は
、
横
に
も
、
特
殊
で
あ
る
。

徳
川
氏
の
武
力
に
依
っ
た
封
権
政
治
の
確
立
す
る
に
つ
れ
、
日
本
全
体
が
、
支
配
す
る
武
士
階
級
と
、
被
支
配
階
級
と
の
、
二
つ
に
割
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
、
誰
に
で
も
解
か
る
。

両
階
級
共
、
そ
乙
に
は
、
厳
格
な
身
分
制
の
順
位
が
成
立
し
、
鎖
国
や
儒
教
的
な
消
極
政
策
と
あ
い
候
っ
て
、
極
め
て
固
定
化
し
た
社
会
が
出
来
上
っ
て
し



ま
っ
た
。

支
配
階
級
は
、
己
等
武
士
階
級
以
外
の
、
日
本
全
体
の
経
済
に
つ
い
て
は
何
等
の
成
算
を
持
ち
合
わ
せ
ず
、
己
等
自
身
何
等
の
生
産
に
も
従
事
す
る
乙
と
を

潔
し
と
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
乙
の
戦
を
目
的
と
す
る
常
備
軍
武
士
階
級
は
、
戦
の
無
い
寧
日
が
続
く
に
つ
れ
漸
く
寄
生
的
存
在
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
と
の
過
剰
武
力
の
保
護
の
下
に
、
三
百
年
に
亘
る
永
き
泰
平
が
保
た
れ
、
そ
れ
が
、
庶
民
文
化
の
温
床
を
な
し
て
い
る
事
実
は
認
め
ら
れ
る
。

商
・
工
・
を
主
と
す
る
城
下
都
市
の
庶
民
階
級
は
被
支
配
階
級
で
あ
る
。
表
立
っ
た
武
士
階
級
に
対
す
る
意
識
は
、
階
級
と
し
て
当
然
下
位
に
あ
る
。

こ
の
被
支
配
階
級
特
に
、
江
戸
庶
民
社
会
の
中
に
、
も
し
、
世
間
と
い
う
、
自
に
見
え
ぬ
水
平
線
を
以
っ
て
、
横
の
一
線
を
画
す
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
な

れ
ば
、
地
上
と
地
下
と
、
に
分
れ
る
二
つ
の
世
界
が
生
れ
て
く
る
こ
と
が
解
る
で
あ
ろ
う
。

地
上
と
は
、
彼
等
江
戸
庶
民
に
と
っ
て
も
、
単
な
る
表
向
き
の
世
間
と
い
う
乙
と
で
あ
り
、

こ
こ
に
、
地
下
と
い
う
の
は
、
陰
の
世
間
と
い
う
か
、
裏
の
世
界
、
忍
び
の
部
分
、
ネ
ガl
テ
l

プ
な
社
会
と
文
化
の
乙
と
で
あ
る
。

か
れ
ら
も
、
江
戸
初
期
の
頃
は
、
対
抗
意
識
を
強
く
示
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
如
何
に
、
こ
の
よ
う
な
超
強
力
な
武
家
政
治
の
下
に
あ
っ
て
は
無
駄
な
と
と-102ー

で
あ
る
か
を
悟
っ
て
、
強
て
、
与
え
ら
れ
た
位
置
の
運
命
を
悟
り
、
順
応
す
る
習
性
が
つ
き
、
そ
こ
に
、
自
ら
の
世
界
を
築
く
と
と
を
始
め
た
。

仏
教
思
想
の
伝
統
を
引
く
も
の
か
、
地
下
の
、
あ
の
世
の
極
楽
浄
土
を
、
彼
岸
の
理
想
を
、
現
世
楽
土
と
し
て
、
出
現
さ
せ
た
の
が
、
彼
等
の
こ
の
「
別
の

世
間
」
な
の
で
あ
る
。

と
の
「
世
間
」
で
は
、
表
向
の
世
間
に
於
て
表
立
っ
た
人
か
ら
は
後
指
を
指
さ
れ
る
事
柄
も
、
さ
ま
で
後
ろ
め
た
き
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
全
く
自
由
な
生

活
を
営
む
こ
と
が
出
来
た
し
、
そ
と
で
は
、
そ
と
な
り
の
倫
理
を
、
立
派
に
保
つ
乙
と
も
出
来
た
の
で
あ
る
。

「
セ
ッ
ク
ス
」
は
、
人
生
に
と
っ
て
、
特
に
、
成
・
壮
期
の
人
々
に
と
っ
て
、
ま
た
は
社
会
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

経
済
問
題
と
共
に
、
と
の
「
性
」
の
問
題
は
、
表
向
き
に
は
決
し
て
取
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
単
純
な
武
力
政
治
に
と
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
問
題
は
盲
点
で

あ
る
。儒

教
に
則
っ
た
聖
人
君
子
を
理
想
と
す
る
為
政
者
は
「
臭
い
も
の
に
蓋
を
す
る
」
主
義
で
、
乙
の
「
性
」
と
「
金
」
と
の
問
題
に
は
、
手
も
ふ
れ
よ
う
と
も

し
な
か
っ
た
。



処
理
方
法
と
し
て
は
、
単
純
な
、
隔
離
と
断
圧
、
の
二
つ
と
、
そ
れ
に
極
め
て
手
際
の
ま
ず
い
、
金
銀
本
位
の
貨
幣
改
鋳
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

遊
廓
の
公
許
と
、
享
保
・
寛
政
・
天
保
・
の
改
革
と
が
、
夫
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
両
問
題
は
、
被
支
配
階
の
中
に
「
地
下
の
世
間
」
に
於
い
て
、
大
き
く
、
文
芸
の
徒
花
と
し
て
の
結
果
を
、
費
し
た
の
で
あ
る
。

横
の
一
線
に
よ
っ
て
画
さ
れ
た
「
地
上
の
世
間
」
と
「
地
下
の
世
間
」
と
の
隔
離
を
文
芸
の
歴
史
の
上
に
、
辿
っ
て
見
る
に
、
支
配
階
級
と
被
支
配
級
の
政

治
的
制
度
の
成
立
を
見
た
、
江
戸
前
期
に
あ
っ
て
、
上
方
は
、
も
と
も
と
武
士
の
都
で
は
無
い
。
江
戸
に
末
だ
庶
民
文
化
が
興
ら
な
か
っ
た
の
は
、
前
述
の
通

り
で
あ
る
。

人
生
の
根
元
に
深
く
根
差
し
た
「
性
」
に
関
す
る
板
商
類
が
、
先
ず
上
方
に
発
し
て
い
る
と
と
も
、
既
に
述
べ
た
。

武
士
の
都
、
江
戸
に
庶
民
文
化
が
発
生
し
始
め
た
江
戸
初
期
に
於
て
は
、
忽
ち
、
江
戸
に
於
け
る
「
枕
絵
」
の
大
流
行
を
き
た
し
、
上
方
に
於
け
る
好
色
本

の
発
生
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
乙
の
初
期
に
於
て
は
、
た
と
え
、
支
配
階
級
と
被
支
配
階
級
の
身
分
制
度
は
確
立
し
た
も
の
と
な
っ
た
と
は
云
え
、
文
芸
作
品
の
性
格
に
於
て
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は
、
上
部
と
下
部
と
の
け
じ
め
が
余
り
判
き
り
分
れ
て
い
な
い
。

武
士
階
級
と
庶
民
階
級
、
表
向
き
の
社
会
と
裏
の
世
間
と
の
区
別
無
く
、
枕
絵
や
好
色
本
も
、
全
て
、
表
向
き
の
作
品
と
し
て
作
ら
れ
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

枕
絵
作
品
に
は
、
堂
々
と
、
大
和
絵
師
菱
河
吉
兵
衛
師
宣
、
日
本
画
工
奥
村
政
信
、
等
の
署
名
落
款
が
記
さ
れ
、
作
図
に
も
な
ん
で
も
な
い
図
が
一
図
置
き

に
、
又
は
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

好
色
本
の
発
売
は
、
表
立
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
好
色
本
作
家
が
、
武
道
伝
来
記
や
武
家
義
理
物
語
を
同
じ
調
子
で
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

る
と
、
こ
れ
ら
好
色
本
も
同
じ
表
面
部
の
作
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

好
色
江
戸
紫
や
色
八
景
の
好
色
本
が
、
題
名
を
、
武
道
江
戸
紫
、
武
道
色
八
景
と
、
武
道
の
二
字
を
冠
し
て
再
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
好
色
本
が

断
圧
を
受
け
て
、
漸
く
表
向
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
乙
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
明
る
く
、
互
格
の
対
抗
意
識
に
燃
え
て
大
和
絵
師
な
ど
と
力
ん
で
い
た
板
木
絵
師
に
依
る
板
木
絵
一
般
も
「
み
だ
ら
が
ま
し
き
紅
絵
の
類
」
と
し



て
断
圧
を
受
け
た
。

享
保
の
改
革
に
依
る
長
い
衰
退
の
の
ち
、
好
色
本
に
代
っ
た
江
戸
の
文
学
、
酒
落
本
は
、
文
字
あ
る
者
の
手
に
依
っ
て
、
見
ば
か
ら
商
蕩
本
と
云
わ
れ
る
程

の
小
本
書
型
で
、
忍
び
や
か
に
現
わ
れ
て
く
る
。

上
方
に
於
け
る
、
好
色
本
に
代
っ
て
、
所
調
八
文
字
屋
本
の
気
質
物
と
し
て
命
脈
を
保
っ
た
浮
世
草
子
文
学
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
枕
絵
と
し
た
型
で
、
江

戸
の
絵
画
に
引
継
が
れ
て
い
た
。

酒
落
本
を
先
達
と
し
て
、
江
戸
高
期
の
文
芸
は
、
殊
に
、
浮
世
絵
は
、
そ
の
完
成
の
発
達
を
示
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
も
早
や
、
と
の
期
の
絵
師
達
は
、

昔
日
の
絵
師
達
で
は
な
い
。
自
ら
の
置
か
れ
た
社
会
と
、
自
ら
の
位
置
が
、
如
何
に
文
化
的
に
優
位
な
も
の
で
あ
る
か
に
、
大
い
な
る
自
信
を
以
っ
て
、
自
ら

の
社
会
を
、
自
ら
の
世
間
を
、
自
ら
の
文
化
を
拡
大
し
た
。

保
守
的
思
想
は
次
第
に
払
拭
さ
れ
、
乙
の
拡
大
さ
れ
た
世
間
か
ら
、
支
配
者
階
級
は
、
完
全
に
締
出
さ
れ
た
。
而
も
、
と
の
世
間
は
、
支
配
階
級
の
目
か
ら

歌
麿
や
栄
昌
の
画
い
た
大
首
錦
絵
は
、
立
派
な
美
人
画
と
し
て
、
表
向
の
絵
画
と
し
て
、
こ
の
社
会
に
あ
っ
て
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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は
、
尚
、
下
位
に
あ
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
。

乙
の
裏
の
裏
な
る
枕
絵
及
そ
れ
に
附
随
す
る
好
色
文
学
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
も
増
し
た
芸
術
的
自
信
を
以
っ
て
非
常
な
発
展
を
示
し
て
い
る
。

浮
世
絵
の
使
命
が
、
人
生
の
根
元
的
立
場
に
立
っ
て
、
社
会
の
規
実
を
描
写
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
限
り
、
人
間
生
活
の
内
部
に
深
く
潜
行
し
て
、
人
目

は
ば
か
ら
ず
、
儒
教
的
道
義
精
神
に
背
い
て
も
、
風
日
場
で
あ
れ
、
後
架
で
あ
れ
、
閏
房
に
於
け
る
行
為
で
あ
れ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
活
場
面
を
、
あ
ま
す

と
乙
ろ
な
く
描
破
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
は
当
然
の
成
行
で
あ
っ
た
。

私
は
、
こ
乙
に
、
江
戸
高
期
文
芸
が
、
こ
の
裏
の
裏
の
そ
の
又
裏
な
る
、
地
下
三
層
と
も
云
う
べ
き
深
層
段
階
に
於
て
、
芸
術
活
動
を
展
開
し
て
く
る
一

例
を
、
歌
麿
作
品
中
に
と
っ
て
、
左
に
挿
入
す
る
の

歌
麿
の
妻
に
関
す
る
研
究
。

私
は
、
十
年
前
に
、
天
明
四
年
刊
、
歌
麿
の
枕
絵
作
品
「
床
喜
草
」
の
書
入
れ
文
に
依
っ
て
、
歌
麿
の
女
房
の
名
は
「
お
里
を
」
と
い
っ
て
、
彼
女
は
、

寛
政
二
年
八
月
廿
六
日
に
亡
く
な
っ
た
「
理
清
信
女
」
で
あ
り
、
彼
女
は
、
吉
原
大
門
口
左
際
に
あ
っ
た
酒
舗
、
奥
田
屋
平
兵
衛
の
娘
で
あ
ろ
う
、
と
い
う



試
論
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
乙
の
試
論
は
、
先
ず
間
違
い
無
い
と
思
う
。
と
も
書
い
た
。

私
は
昨
年
九
月
、
東
北
大
学
へ
出
講
の
瑚
、
亀
田
教
授
本
、
歌
麿
の
「
色
の
ち
く
さ
・
寛
政
十
年
刊
」
を
閲
覧
し
た
と
乙
ろ
、
乙
の
下
巻
の
内
に
、
私
の

先
年
発
表
し
た
歌
麿
の
妻
に
関
す
る
試
論
を
裏
書
き
す
る
資
料
を
発
見
し
た
。

品
川
町t
k
g
A

下
巻
の
第
七
図
と
、
附
文
「
州
知
劃
一
一
似
た
り
や
／
＼
華
あ
や
め
」
が
そ
れ
で
、

こ
の
第
七
図
と
い
う
の
は
、
頭
巾
を
か
む
っ
た
尼
姿
の
女
を
、
美
男
ハ
歌
麿
が
、
自
分
の
ζ

と
を
美
男
に
画
く
の
は
、
彼
の
常
套
手
段
で
あ
る
）
の
貸
本
屋
が
、

ふ
じ
ま
せ
」

や
さ
し
く
膝
の
上
に
抱
き
か
か
え
て
口
付
け
を
し
て
い
る
。
障
子
越
し
に
女
が
覗
っ
て
い
る
。
書
入
れ
に
つ
っ
た
ま
る
が
ふ
で
の
、
ま
く
ら
さ
う
し
を
御
ら

。

「
お
り
よ
ど
ん
、
静
か
に
ま
ア
、
乙
乙
で
よ
く
聞
き
な
よ
、
う
ま
く
ま
い
り
ま
し
た
」
と
あ
る
図
で
あ
る
。

附
文
に

「
い
や
／
＼
見
た
と
て
又
、
日
一
那
を
思
い
出
し
て
悪
ひ
」
「
上
る
り
本
を
見
た
ら
、
う
わ
き
の
や
う
に
見
る
人
が
悪
く
は
云
ま
い
か
」

「
コ
レ
勇
助
殿
（
歌

来
て
お
自
に
か
け
て
お
く
れ
ヤ
」

麿
の
本
名
）
、
春
貞
さ
ま
が
あ
ん
ま
り
か
た
く
て
、
お
煩
ひ
で
も
出
ゃ
う
か
と
思
ひ
、
お
慰
ミ
の
為
に
お
前
を
頼
む
か
ら
、
何
ぞ
面
白
イ
本
を
四
五
冊
持
っ
て

お
っ

「
お
七
な
ぞ
は
夫
ト
ゆ
へ
の
事
、
お
ま
へ
さ
ま
も
先
旦
那
を
思
つ
て
の
御
ほ
っ
た
ひ
、
其
様
に
伝
道
へ
お
入
り
な
さ
る
は
、
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帰
っ
て
病
が
出
ま
す
、
チ
ト
気
ば
ら
し
を
被
成
ま
せ
、
少
々
ツ
ツ
御
酒
も
や
う
ぜ
う
の
為
お
上
り
被
成
ま
せ
、
気
が
は
れ
て
御
薬
に
成
ま
す
」「
ほ
ん
に
能

う
云
っ
て
下
さ
っ
て
下
さ
っ
た
、
日
一
那
の
達
者
の
時
分
は
、
さ
さ
も
少
々
た
べ
ま
し
た
、
そ
な
た
ハ
酒
は
成
り
ま
す
か
」

な
ら
、
り
ょ
や
、
勇
助
殿
に
か
ん
を
し
て
し
ん
ぜ
や
れ
、
廿
三
夜
な
り
、
わ
し
も
一
ツ
た
ベ
ゃ
う
、
肴
は
精
進
物
な
れ
ど
」

ー「

ア
イ
少
々
は
fこ
J、

「ま
コす
レ、

勇。そ
助。ん

「
是
は
有
難
」

殿
、
今
い
ふ
通
り
少
々
宛
は
能
い
と
は
い
へ
共
、
外
の
者
な
ら
呑
ぬ
が
、
其
方
が
旦
那
に
能
く
似
て
居
る
ゆ
へ
、
少
々
は
呑
ま
し
た
」

う
な
ら
モ
ウ
一
盃
お
上
り
被
成
ま
せ
」

「
夫
は
有
難
、
さ
や

「
コ
レ
／
＼
そ
な
た
は
つ
よ
ひ
酌
、
是
は
呑
め
せ
ぬ
、
そ
な
た
半
ぷ
ん
す
け
て
」「
そ
ん
な
ら
半
分
お
上
り
被
成
ま

せ
Lー

「
そ
な
た
先
」
「
そ
ん
な
ら
御
免
」
ー「
自
ヌ巳

「何
おを
里。し
をや
」る

L__ 

「
た
れ
ぞ
来
ゃ
う
」

「
お
り
よ
」
の
語
尾
の
発
音
の
違
い
は
「
う
た
ま
ろ
」
を
「
う
た
ま
る
」
と
発
音
し
て
い
た

「
モ
ウ
御
め
ん
被
成
レ
ほ
れ
ま
し
た
」
と
あ
る
。

乙
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
実
証
は
、
も
う
十
合
だ
。

江
戸
弁
に
あ
っ
て
は
、
同
一
人
と
見
倣
す
た
と
に
一
向
差
支
え
は
な
い
。

亡
な
っ
て
か
ら
「
理
清
信
女
」
又
は
「
利
清
信
女
」
と
な
っ
た
こ
の
女
を
、
歌
麿
は
、
三
十
一
歳
項
か
ら
三
十
七
歳
迄
の
六
七
年
間
、
妻
と
し
て
い
た
。



歌
麿
に
と
っ
て
最
も
華
や
か
な
思
出
多
き
時
代
で
あ
っ
た

こ
の
画
図
と
附
文
は
、
妻
亡
き
あ
と
の
つ
れ
づ
れ
に
、
歌
麿
が
、
ま
た
一
段
と
深
い
夢
幻
的
世
界
の
創
造
に
於
て
、
亡
妻
と
の
再
会
を
、
現
わ
し
た
も
の

と
判
ぜ
ら
れ
る
。

或
は
「
り
ょ
や
、
勇
助
殿
に
か
ん
を
し
て
し
ん
ぜ
や
れ
、
二
十
三
夜
な
り
、
わ
し
も
一
ツ
た
べ
ゃ
う
」
と
あ
る
の
は
、
法
体
の
春
貞
と
、
り
ょ
が
オ
l

パ

ー
ラ
ッ
プ
の
手
法
に
写
し
出
さ
れ
て
る
と
は
い
え
、
歌
麿
（
勇
助
）
が
お
り
お
（
よ
）
と
の
祝
言
の
日
は
、
二
十
三
日
で
あ
っ
た
、
か
も
し
れ
ぬ
。

馬
琴
に
よ
っ
て
「
喜
多
川
歌
麿
は
、
妻
も
な
く
、
子
も
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
彼
が
、
在
り
し
日
の
妻
と
の
心
温
ま
る
晩
酌
の
有
様
を
、
八
年
後
に
、

思
出
と
し
て
制
作
し
て
い
る
真
相
を
、
私
に
は
、
こ
こ
に
、
読
取
る
乙
と
が
出
来
る
。
妻
を
亡
っ
た
後
の
寛
政
中
期
に
数
々
の
名
作
に
専
念
し
た
彼
が
、
ほ

っ
と
一
息
つ
い
た
寛
政
十
年
、
再
び
亡
妻
を
偲
ぶ
、
乙
の
作
品
の
中
に
、
歌
麿
の
人
と
な
り
は
、
実
に
、
訪
御
と
し
て
く
る
で
は
な
い
か
。

歌
麿
は
、
酒
は
相
当
い
け
る
口
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
江
戸
の
風
習
に
よ
れ
ば
、
お
り
を
は
「
り
よ
」
、
ま
た
、
日
常
「
千
代
」
と
い
う
呼
び
名
で
呼

掠
、
裏
の
裏
そ
の
又
裏
な
る
世
界
に
現
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
、
倫
理
は
、
た
と
え
清
ら
か
で
あ
る
と
は
謂
え
、
現
代
社
会
の
見
地
か
’
り
し
て
、
い
っ
た
い
、
乙
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ば
れ
て
い
た
、
か
も
知
れ
ぬ
。

れ
等
の
枕
絵
作
品
が
、
公
然
と
販
売
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
と
い
っ
た
質
問
を
屡
き
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
江
戸
の
当
時
の
社
会
構
造
そ
れ
自
体
が
、
今
日
の

如
き
単
一
な
配
給
機
構
と
違
っ
て
、
決
し
て
、
と
れ
ら
の
文
芸
作
品
が
、
不
適
格
の
少
年
子
女
の
手
に
は
渡
ら
ぬ
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
う
ま
く
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
世
間
一
般
と
い
う
横
の
一
線
の
、
地
上
よ
り
も
地
下
に
結
ぷ
乙
と
の
多
か
っ
た
、
江
戸
庶
民
文
化
と
い
う
も
の
は
、
世
に
も
奇
し
き
現
象
で
あ
っ

た
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

次
に
、
近
世
日
本
文
化
を
特
色
付
け
て
い
る
の
は
、
木
板
印
刷
技
術
の
発
達
で
あ
る
。

文
学
に
し
て
も
、
絵
画
は
勿
論
、
殆
ん
ど
近
世
に
い
た
る
ま
で
は
、
筆
写
の
か
た
ち
で
、
即
ち
、
肉
筆
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
近
世
に
、
印
刷
制
作
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
文
学
も
絵
画
も
、
多
く
の
人
々
の
、
も
の
と
な
っ
た
。



殊
に
、
こ
の
木
板
印
刷
制
技
術
が
、
初
期
の
江
戸
に
、
移
入
さ
れ
る
と
そ
乙
で
、
忽
ち
、
所
調
浮
世
絵
板
画
と
し
て
、
素
晴
ら
し
い
絵
画
的
大
発
達
を
み
た

の
で
あ
る
。

板
木
絵
は
、
植
物
性
原
料
を
漉
い
た
和
紙
、
図
線
を
凸
彫
り
に
し
た
板
木
、
そ
れ
に
墨
汁
、
と
を
資
材
と
し
て
摺
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

白
い
紙
の
上
に
、
線
や
ブ
ロ
ッ
ク
が
黒
く
刷
ら
れ
た
、
こ
れ
ら
の
「
白
黒
」
の
画
図
を
「
墨
摺
」
と
い
う
。

私
は
、
肉
筆
画
と
い
う
も
の
は
、
全
て
、
既
に
過
去
に
属
す
る
古
い
手
法
だ
と
必
得
て
い
る
。

絵
画
は
、
も
早
や
、
肉
筆
の
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
墨
摺
板
画
は
、
時
に
、
毛
筆
に
よ
り
色
着
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

陶
器
に
於
け
る
色
着
け
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
三
彩
、
丹
、
黄
、
呉
須
、
を
そ
れ
ぞ
れ
主
色
と
し
た
も
の
、
或
は
、
柿
右
衛
門
の
よ
う
な
ポ
チ
ポ
チ
色
着
け

法
、
又
は
肉
筆
画
と
全
く
か
わ
り
な
い
ま
で
に
極
彩
色
に
塗
り
潰
し
た
も
の
、
等
が
あ
る
。
併
し
、
着
色
の
部
分
は
肉
筆
手
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乙

江
戸
高
期
に
な
っ
て
、
彩
色
の
部
分
も
す
べ
て
板
摺
り
手
法
に
な
っ
た
完
全
な
色
摺
り
板
画
が
出
来
た
。
所
調
「
錦
絵
」
と
よ
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
色
摺
板
画
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れ
ら
の
板
画
は
、
謂
は
ば
、
セ
ミ
肉
筆
画
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

の
発
展
は
一
段
と
活
況
を
呈
し
て
き
た
。

併
し
、
乙
の
高
期
に
あ
っ
て
も
、
錦
絵
と
平
行
し
て
、
そ
こ
に
、
少
し
も
色
を
用
い
な
い
「
白
黒
」
の
会
本
即
ち
「
枕
絵
」
の
流
行
が
あ
っ
た
こ
と
、
は
特

に
注
目
す
可
き
点
で
あ
る
。

「
白
黒
」
か
ら
「
色
摺
」
へ
の
木
板
印
刷
技
術
の
展
開
、
そ
乙
に
は
、
少
な
く
共
、
幻
稚
乍
ら
料
学
的
進
歩
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

確
に
、
色
摺
技
術
の
発
明
に
依
っ
て
、
高
期
の
板
画
は
大
発
達
を
し
た
。

し
か
し
、

乙
の
高
期
に
於
け
る
錦
絵
の
大
発
達
も
、
実
は
「
白
黒
」
の
黒
摺
枕
絵
本
の
芸
術
的
発
展
が
あ
っ
て
、
そ
の
基
礎
の
上
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る

先
行
し
て
い
た
酒
落
本
に
発
し
た
江
戸
の
文
学
を
要
素
と
し
て
、
文
学
・
絵
画
・
の
融
合
し
た
現
世
的
絵
画
は
、
旧
套
の
物
語
的
傾
向
を
次
第
に
払
拭
し
、

会
話
文
学
を
も
っ
て
、
こ
こ
に
、
育
て
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。



づ
目
黒
」
の
、
乙
の
墨
摺
枕
絵
本
の
流
れ
に
於
て
、
人
生
の
ま
わ
り
の
あ
ら
ゆ
る
世
相
を
写
す
と
い
う
、
つ
ま
り
浮
世
絵
の
本
筋
が
発
達
し
て
き
た
の
で
あ

る
黄
表
紙
の
発
生
な
ど
も
、
乙
の
小
さ
な
表
向
き
の
現
わ
れ
の
一
つ
で
あ
る
。

黄
表
紙
は
も
、
早
や
挿
絵
で
は
な
い
。
文
学
と
し
て
よ
り
も
、
文
学
的
絵
画
と
し
て
、
私
は
見
る
。

今
で
は
、
ブ
ロ
ー
ド
・
シ
1

ツ
（
一
枚
絵
）
の
タ
ブ
ロ
l

（
絵
画
）
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
歌
麿
や
写
楽
の
表
向
き
の
大
首
錦
絵
で
も
、
色
摺
り
技
術
の

応
用
さ
れ
た
組
物
又
は
揃
物
或
は
続
物
で
さ
え
あ
る
一
齢
に
す
ぎ
な
い
。

高
期
を
と
お
し
て
「
白
黒
」
の
墨
摺
枕
絵
本
と
、
色
摺
の
錦
絵
板
画
が
、
平
行
し
て
発
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
水
墨
画
と
濃
彩
画
と
の
優
劣
論
、
ま
た
、

ま
す
ま
す
料
学
技
術
を
動
員
し
、
動
員
し
つ
つ
あ
る
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
（
白
黒
）
と
、
ポ
リ
ク
ロ
ー
ム
（
天
然
色
）
の
映
象
芸
術
の
将
来
に
於
け
る
、
問
題
の

鍵
が
あ
る
。

色
彩
は
、
夫
自
身
で
さ
え
、

一
般
受
け
が
す
る
だ
け
に
、
停
滞
の
危
険
が
多
い
。
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無
色
に
は
、
豊
富
に
暗
示
を
求
め
得
る
特
色
が
あ
り
、
そ
と
に
理
想
が
生
か
さ
れ
る
。

江
戸
未
期
に
あ
っ
て
は
、
と
の
墨
摺
枕
会
本
は
失
は
れ
て
、
全
て
、
色
摺
と
な
る
。
地
下
三
層
の
夢
幻
的
架
空
化
は
、
表
向
の
世
間
一
般
に
ま
で
及
び
、
生

の
人
生
を
描
写
す
る
と
い
う
浮
世
絵
本
来
の
絵
画
的
進
歩
の
方
向
が
阻
止
さ
れ
、
徒
ら
な
る
色
彩
の
華
麗
と
、
精
敏
な
彫
抱
技
術
の
細
工
化
と
を
招
来
し
、

唯
、
嫡
熟
の
一
途
を
辿
っ
た
。

日
本
は
、
鎖
国
を
聞
き
、
明
治
維
新
以
降
、
進
歩
せ
る
海
外
の
科
学
を
採
り
入
れ
た
。
そ
の
後
の
科
学
的
進
歩
は
実
に
素
晴
し
い
。
そ
し
て

今
日
の
日
本
社
会
は
、
上
述
の
如
き
特
殊
性
を
失
い
、
そ
の
文
化
の
構
造
も
亦
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
化
し
つ
つ
あ
る
。

科
学
の
進
歩
は
、
世
界
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
が
、
科
学
の
極
限
に
延
ば
さ
れ
つ
つ
あ
る
ベ
ル
ト
の
聞
に
、
曽
て
の
巾
広
い
幾
段
層
は
圧
縮
さ
れ
、
個
人
単
位

の
人
生
は
極
度
に
単
一
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

人
聞
は
、
専
ら
、
目
と
耳
、
そ
し
て
わ
ず
か
に
嘆
覚
に
よ
っ
て
、
離
れ
た
外
界
と
の
交
渉
を
も
っ
。
乙
の
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
世
界
に
於
て
は
、
や
が
て
、



耳
に
う
っ
た
え
る
「
乙
と
ば
」
は
共
通
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
自
に
う
っ
た
え
る
に
、
単
な
る
記
号
に
す
ぎ
ぬ
幻
稚
な
存
在
の
文
字
の
如
き
も
の

は
、
や
が
て
無
用
の
長
物
化
し
、
絵
画
も
亦
動
き
語
る
、
そ
し
て
、
耳
に
も
話
す
、
科
学
的
映
象
綜
合
形
態
に
替
っ
て
行
く
で
あ
ろ
う
。

現
代
人
の
個
人
芸
術
の
追
求
が
「
性
」
と
「
生
活
」
の
線
に
そ
っ
て
極
度
に
尖
鋭
化
し
つ
〉
あ
る
の
も
、
こ
の
科
学
ベ
ル
ト
に
よ
る
扇
境
の
た
め
で
あ
る
。

来
る
世
紀
は
、
科
学
と
、
性
と
、
芸
術
と
、
の
時
代
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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